
みなべ

コロナ対策で集中審議！
●一般会計など９議案を
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みなべ町議会だより
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５月定例議会・６月臨時議会のあらまし

コ
ロ
ナ
対
策
で
集
中
審
議
！

一般会計補正予算 コロナの対策に一般会計補正予算 コロナの対策に
１６億４,600万円を追加！１６億４,600万円を追加！

　

５
月
定
例
会
が
５
月
１３
日
か
ら
２１
日
ま
で
、
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
は
、
ま
ず
小
谷
町
長
が
開
会
に
先
立
ち
行
政
報
告
を
行
い
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て
、
県
外
へ
の
往
来
の
自
粛
を
要
請
す
る
一

方
で
、
庁
内
に
お
い
て
対
策
会
議
を
開
催
し
、
情
報
共
有
を
図
る
と
共
に
、

本
部
会
議
も
12
回
開
催
す
る
な
ど
、
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
で
町
民
の
い
の

ち
を
守
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
外
の
各
種
団
体
や
個
人
か
ら
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
提
供
を
受

け
て
、
関
係
部
署
や
学
校
関
係
に
配
布
し
、
深
い
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
連
す
る
条
例
改
正
や
議
案
５
件
、
報
告
4
件

を
提
出
し
、
最
終
日
に
は
追
加
議
案
を
上
程
す
る
事
も
説
明
し
、
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
な
べ
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
専
決
処
分
の

承
認
、
さ
ら
に
小
谷
町
長
よ
り
今
回
提
案
さ
れ
た
各
議
案
に
つ
い
て
提
案
理

由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
、
３
日
目
に
は
一
般
質
問
を
行
い
、
８
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

各
議
員
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
町
当
局
や
教
育
委

員
会
の
対
策
・
対
応
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
条
例
案
の
審
議
や
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
関
す
る
補

正
予
算
案
、
町
道
西
中
村
広
畑
線
道
路
更
新
防
災
対
策
工
事
、
み
な
べ
町
防

災
拠
点
整
備
工
事
の
請
負
変
更
契
約
書
等
に
つ
い
て
担
当
課
長
等
よ
り
説
明

さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
9
議
案
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
９
日
に
は
、
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
定
例
議
会
に
続
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
や
関
係
条
例
の
変
更
が
提
案
さ
れ
、
全
案
可
決
し
ま
し
た
。

町独自で持続化給付金に４，０００万円を上乗せなど

今回承認された
　　コロナ対策に関する主な予算

国の
事業

●特別定額給付金・・・・・・・・・12 億 6,800 万円
◆新型コロナウイルス感染症による被害を受けた国民に対する国による特別給付金
◆令和2年4月27日時点で住民基本台帳に記録されている全ての住民に一律に10万円を給付

●子育て世帯への臨時特別給付金・・・・・1,530 万円
◆新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援するための臨時特別給付金
◆児童手当を受給する世帯（0歳〜中学生）に対して、児童一人につき一律に1万円を給付

令和２年度補正予算

総事業費　12 億 8,330 万円
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今回承認された
　　コロナ対策に関する主な予算町の

単独事業

●プレミアム商品券、スタンプラリー事業関係・・・・・1,150 万円
◆新型コロナの影響を受けている町内の事業者を支援するために商工会が実施する事業を支援
◆プレミアム率30%の商品券を5,000セット発行　（1セット1万円、一人3セットまで）　
　事前申し込み制で抽選の結果、当選者に発売する。　利用期限は、12月末まで
◆商工青年部が実施する「スタンプラリー事業」に、250万円を支援。　

●事業継続支援金・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,000 万円
◆新型コロナウイルスの影響を受けた町内の中小企業・小規模事業者の事業継続を支援
◆国の持続化給付金の20%を限度に支給。　法人は40万円、個人事業者は20万円

●臨時特別出産祝い金事業・・・・・・・・・・・・・・・800 万円
◆新型コロナウイルスの影響を受けた子育て世帯の生活支援と少子化対策で実施
◆国が実施する特別定額給付金の基準日以降〜令和3年3月末までに生まれた子供に10万円を
　支給
◆町内に住民登録のある個人が対象

●事業継続緊急応援金・・・・・・・・・・・・・・・・6,000 万円
◆新型コロナウイルスの影響を受けた町内の中小企業・小規模事業者の事業継続を支援
◆対象は、売上額が前年同月比で、30%以上50%未満の事業者に、最大20万円を給付

●お買物券配布事業・・・・・・・・・・・・・・ 1 億 2,570 万円
◆新型コロナウイルスの影響により落ち込んだ消費の回復を図る為に、町民全員に
　1万円分の商品券を配布。（額面千円の商品券を10枚）　7月中旬に発送予定。

●小中学校の給食費無償化事業・・・・・・・・・ 4,328 万 9 千円
◆令和3年3月末までの学校給食費を免除し、新型コロナウイルスの影響を受けた子育て世帯の
　負担軽減を図る。

● GIGA スクール推進事業（タブレット端末） ・・・・・4,410 万円
◆国が進めるGIGAスクール構想の一環として、児童生徒1人1台のタブレット端末を購入。

● GIGA スクール推進事業（ネットワーク構築）・・2,152 万 4 千円
◆GIGAスクール構想の一環として、校内ネットワーク構築及びネットワーク回線の整備

●教育旅行誘致補助事業・・・・・・・・・・・・・・・・600 万円
◆教育旅行やスポーツ合宿の団体活動の誘客促進に繋げるために、1名1泊当たり千円を追加し
　計2,000円を補助する。

●新型コロナ感染防止用マスク購入事業・・・・・・・・・300 万円
◆避難所における新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るために、10万枚のマスクを購入し
　町内避難所6か所に配備する。

令和２年度補正予算（５月定例議会・６月臨時議会）

総事業費　3 億 3,415 万 9 千円
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5月議会
6月臨時議会の 補 正 予 算

項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一般会計
14 億 8,616 万

1 千円

コロナ対策（国の事業）　　　  　12 億 8,330 万円
※内容は P2 参照
コロナ対策（町単独事業）　　3 億 6,355 万 9 千円
※内容は P3 参照

コミュニティ助成事業（東本庄会館） 　1,950 万円
町道埴田線改良工事　　　　　　　　　  920 万円
住宅耐震改修補助金（3 戸分追加）    349 万 8 千円
学童保育所管理費　　　　　　　　  228 万 4 千円

（スタッフの補充、空気清浄機 8 台、消毒液の購入
など）

老人福祉費　　　　　　　　　　 ▲ 615 万 6 千円
（敬老福祉大会中止分をコロナ対策費用に補てん）

104 億 8,863 万 3 千円

特
別
会
計

国民健康
保険

▲ 5,300 万円

国民健康保険税の負担軽減のため繰越金を補てん
　　　医療給付費分　　　　　       ▲ 4,300 万円
　　　後期高齢者支援金分　　　　　▲ 650 万円
　　　介護納付金分　　　　　　　　▲ 350 万円

19 億 2,007 万 8 千円

水道事業
事業費用

400 万円
国道 424 号線保全工事に伴う排水管仮設工事

（旧国道　清川橋）
3 億 5,629 万 4 千円

今回の補正予算の専決処分
令和元年度一般会計については、補正額は▲2億6,712万 3千円です。
歳入は、国庫支出金、県支出金、繰入金、町債を減額しています。歳出は事業の実績に伴う精算、
補助事業費の確定による減額、財源更正等を行なっています。主な物は、デジタル防災行政無線
工事の入札差額（▲1億2,800万）、プレミアム付商品券（▲4,220万）、一般廃棄物収集運搬
委託費（▲1,300万）児童手当（▲1,308万）国民宿舎整備基金積立金（▲1,000万）など
となっています。
令和2年度一般会計については、国が実施するコロナ対策の事業（P2参照）を速やかに実施
する為に専決処分となりました。
特別会計では、令和元年度公共下水道事業が、汚泥処理施設の改修工事が不要になった事で歳
入歳出それぞれ1,900万円の減額となりました。

ここがポイント

５月定例議会・６月臨時議会のあらまし
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今回の主な条例改正の内容
●税条例の一部改正①

●みなべ町消防団員等公務災害補
償条例の一部改正

●国民健康保険税条例の一部改正

●特定地域型保育事業の運営に関
する条例の一部改正

●税条例の一部改正②
　所有者不明土地等に係る固定資産税の課税
上の課題対応や、個人住民税における未婚の
ひとり親の男女間で公平な税制を実施する観
点で、税制上の措置や寡婦控除の見直しを行
った。

　消防団員等などが、消防作業、救急業務での事故で
負傷した場合に支給される公務上の災害等に対する損
害補償に係る補償基礎額を引き上げる改定で、今回補
償内容が階級ごとに見直された。

基準課税額の限度額（医療分）　  61 万円→ 63 万円
  後期支援分                　　　　19 万円変わらず
  介護分                      　　　　16 万円→ 17 万円
賦課限度額の合計　　　　　　　96 万円→ 99 万円

医療分の所得割は　　　　　　　100 分の 4.43
　　　　資産割は　　　　　　　100 分の 15.0
後期高齢者支援均等の所得割　　100 分の 1.19
　　　　　　　　　　資産割　　100 分の 5.50
介護納付金の資産割　　　　　　100 分の 5.20

　5 割軽減に該当する世帯について減額する額を定めています。被保険者及び特定同一世帯所属者 1 人に
つき加算する額を 28 万円から 28 万 5 千円への改正です。
　2 割軽減に該当する世帯について減額する額を定めています。被保険者及び特定同一世帯所属者 1 人に
つき加算する額を 51 万円から 52 万円への改正です。
　いずれも軽減対象世帯の拡大が目的です。
　この条例は、公布の日から施行し、令和 2 年 4 月 1 日から適用されます。

※また今回、新型コロナウイルス感染症等の影響により収入減少等で、国民健康保険税、介護保険料の徴
収期限の延期や、一部保険料を減免できる条例の一部改正も行われた。

　20 人未満の小規模保育所（清川保育所など）につ
いて、保育料や副食費の無償化制度等の開始や広域で
の利用を想定した形態を踏まえて、それらの実態に合
わせて条例の一部が改正された。

　新型コロナウイルス感染症等による影響の緩和を図
るため、町民税等の徴収猶予や固定資産税等の軽減措
置など特例制度等が創設された事による改正。影響の
度合いを、認定機関で認定される事によって、納付期
限の猶予や減額を受ける事が可能になった。

税率等は前年度と同じで
す。軽減該当世帯や限度
額超過世帯以外は、所得
額、固定資産額、世帯構
成等が同じであれば、税
額は前年と同じです。
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 8 月 発 行

ど
ん
な
寄
り
添
う
手
立
て
が
あ

る
か
、
直
接
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
く
方
向
で
、
庁
内
で
検
討
い

た
し
ま
す
。

商
工
総
務
費　

み
な
べ
町
商

工
会
（
１
１
５
０
万
円
）

　
　

応
募
用
紙
で
申
し
込
み
、

抽
選
と
い
う
事
だ
が
、
用
紙
は

ど
こ
に
あ
り
、
ど
う
い
っ
た
申

し
込
み
を
す
る
の
か
。
ま
た
、

農
繁
期
と
い
う
事
も
あ
り
申
し

込
み
を
含
め
提
出
や
引
換
え
が

難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

特
別
定
額
給

付
金
（
12
億
６
８
０
０
万
円
）

　
　

申
請
書
が
世
帯
主
に
届
く

事
に
な
る
が
、
手
続
き
の
期
限

は
い
つ
か
。
申
請
漏
れ
の
最
終

チ
ェ
ッ
ク
は
。

　

ま
た
、家
庭
内
の
問
題
等
で
、

別
の
形
の
給
付
の
仕
方
を
希
望

す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
う
の
か
。

　

一
番
お
困
り
の
方
々
に
寄
り

添
う
こ
と
が
行
政
の
仕
事
で

は
。

　
　

最
終
期
限
は
8
月
20
日

︵
消
印
有
効
︶
で
す
。
ま
だ
、

日
は
決
め
て
い
な
い
が
未
申
請

者
の
チ
ェ
ッ
ク
は
行
い
ま
す
。

給
付
先
は
、
基
本
は
世
帯
主
が

大
前
提
で
あ
る
が
、
家
庭
内
暴

力
Ｄ
Ｖ
に
関
し
ま
し
て
は
例
外

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
で
情
報
を
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
方
に
は

　
　

事
業
主
体
は
商
工
会
に
な

る
。
折
り
込
み
、
チ
ラ
シ
で
販

売
を
知
ら
せ
る
が
、
商
工
会
や

販
売
店
に
お
い
て
応
募
用
紙
や

投
函
箱
が
あ
る
。
6
月
1
日
～

6
月
10
日
ま
で
が
、募
集
期
間
。

後
日
、
抽
選
を
行
い
6
月
22
日

～
6
月
29
日
に
引
換
と
な
っ
て

い
る
。
5
千
セ
ッ
ト
と
い
う
事

で
、
３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
番

号
に
よ
り
日
に
ち
を
決
め
、
引

換
を
さ
せ
て
頂
く
と
聞
い
て
い

る
。
受
け
取
り
方
法
は
商
工
会

と
話
し
合
い
、
何
ら
か
の
配
慮

を
お
願
い
さ
せ
て
頂
く
。

教
育
費
　

学
校
備
品
購
入

費
（
4
４
１
０
万
円
）

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
全
児

童
生
徒
に
購
入
と
聞
い
た
が
、

１
台
当
た
り
の
金
額
は
。
ま
た

購
入
台
数
は
。
年
内
導
入
の
見

通
し
は
。
必
要
な
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の

か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
機
種
は
。

　

ま
た
、
端
末
の
管
理
は
学
校

で
と
聞
い
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

Q

Q

Q

A

A

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

のW
i-F

i

環
境
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
仮
に
、

W
i-F

i

環
境
の
な
い
家
庭
に
つ

い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
本

体
で
完
結
す
る
ソ
フ
ト
で
学
習

も
想
定
を
し
て
い
る
。

総
務
管
理
費　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金

（
１
９
５
０
万
円
）

　
　

東
本
庄
会
館
の
１
５
０
０

万
円
と
聞
い
た
が
、
ど
う
い
っ

た
使
わ
れ
方
を
す
る
の
か
。
施

設
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
金
と

い
う
の
は
、
一
部
改
修
工
事
で

あ
る
と
か
、
一
定
の
規
定
が
あ

る
の
か
。

　
　

区
民
会
館
の
建
て
替
え
建

築
費
用
だ
が
、
宝
く
じ
セ
ン

タ
ー
の
規
定
で
は
、
建
て
替
え

や
新
築
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
外
壁
の
塗
り
替
え

や
一
部
補
修
工
事
に
は
、
み
な

べ
町
単
独
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
の
対
象
と
し
て
い
る
。

も
あ
る
が
。

　
　

年
内
の
購
入
を
予
定
し
て

い
る
が
、
全
国
一
斉
と
い
う
こ

と
で
、
機
種
や
基
本
ソ
フ
ト
、

各
種
の
機
能
な
ど
、
細
か
い
と

こ
ろ
は
、
蓋
を
あ
け
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
小
学

校
６
２
０
台
、
中
学
校
３
６
０

台
、
予
備
を
含
め
て
９
８
０
台

購
入
予
定
。機
種
に
つ
い
て
は
、

検
討
中
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い

て
は
、
将
来
可
能
で
あ
れ
ば

自
宅
で
の
端
末
利
用
も
考
え

ら
れ
る
。
現
在
、
各
家
庭
で

総
務
費

QA

A

５月定例議会・６月臨時議会のあらまし
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て
い
る
。
中
芳
養
南
部
線
に
関

し
て
は
、
県
道
で
あ
り
改
良
を

含
め
て
一
応
、
県
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
い
る
段
階
。

特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

例
え
ば
コ
ロ
ナ
関
係
で
傷

病
や
亡
く
な
る
と
い
っ
た
事
が

起
き
た
場
合
や
、
収
入
が
1０
分

の
３
以
上
減
収
し
た
場
合
に
、

国
保
ま
た
介
護
と
も
減
免
に
よ

る
市
町
村
の
減
収
分
は
、
国
が

全
額
支
援
す
る
。
そ
う
い
っ
た

国
の
施
策
に
対
し
迅
速
な
対
応

を
、
み
な
べ
町
に
お
願
い
し
た

い
。

　
　

減
免
に
対
し
て
は
、
国
の

方
も
補
填
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
細
か
い
点
が

決
ま
り
切
っ
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
そ
う
い
っ
た
事
が
決
ま

り
次
第
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

も
し
、
減
免
の
措
置
が
、
7

月
の
納
付
書
を
送
る
ま
で
に
固

道
路
新
設
改
良
費　

町
道
埴

田
線
改
良
工
事
用
地
・
物
件
補

償
費
（
９
２
０
万
円
）

　
　

南
部
高
校
の
方
か
ら
、
直

進
す
る
と
ク
ラ
ン
ク
に
な
り
、

危
険
と
考
え
る
。
今
回
の
予
算

と
は
別
に
な
る
が
、
こ
の
埴
田

線
が
改
良
さ
れ
る
と
す
る
な

ら
、
県
道
中
芳
養
南
部
線
の
交

差
点
で
の
改
良
も
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
　

大
幅
な
交
差
点
改
良
も
考

え
ら
れ
る
が
、
支
障
物
件
の
事

も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
町
道

の
部
分
改
良
と
い
う
形
で
進
め

ま
っ
た
場
合
は
、
納
税
通
知
書

と
一
緒
に
、
送
付
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
な
っ
た
場
合
の
傷
病

手
当
等
に
つ
い
て
も
、
国
の
施

策
が
整
い
次
第
、
町
の
方
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　

限
度
額
が
、
毎
年
数
万
円

ず
つ
上
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

み
な
べ
町
に
合
わ
せ
た
値
上
げ

な
の
か
。
そ
れ
と
も
、
県
一
に

な
る
事
を
見
越
し
て
の
も
の
な

の
か
。

　

ま
た
、
県
へ
の
納
付
額
が
県

下
平
均
に
比
べ
て
、
み
な
べ
町

は
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
町
に

よ
っ
て
は
資
産
割
を
行
っ
て
い

な
い
と
聞
く
が
。

　
　

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
法

律
改
正
に
よ
る
全
国
的
な
も

の
。
所
得
割
と
か
資
産
割
そ
の

議
案
第
9
号

み
な
べ
町
防
災
拠
点

整
備(

そ
の
１)

　
　

階
段
工
追
加
と
聞
い
た

が
、
上
に
上
が
る
階
段
は
何
箇

所
あ
る
の
か
。

ま
た
、
今
回
は
軽
微
な
変
更
と

聞
い
た
が
、
工
事
関
係
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
な
物
で
、
コ
ロ
ナ

関
係
で
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　

道
を
挟
み
上
下
に
階
段
が

2
ヶ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

工
事
関
係
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
幸
い
現
場
で
の

コ
ロ
ナ
感
染
は
な
く
、
今
の
と

こ
ろ
影
響
な
く
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

税
率
を
県
下
で
一
本
化
の
声

は
あ
る
が
、
今
回
の
限
度
額
、

96
万
円
が
99
万
円
に
な
っ
た
事

は
税
率
改
正
と
は
別
物
で
あ

る
。

　

今
年
度
も
、
国
保
会
計
の
繰

越
金
を
５
３
０
０
万
円
使
っ
て

税
率
は
抑
え
ら
れ
た
が
、
県
へ

の
納
付
金
は
所
得
が
上
が
っ

て
、
去
年
に
比
べ
て
１
６
０
０

万
円
ぐ
ら
い
増
え
て
い
ま
す
。

資
産
割
に
つ
い
て
は
、
10
年
後

に
無
く
な
る
と
い
う
事
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

QA

A

A

A
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今
回
の
町
独
自
の
コ
ロ

ナ
対
策
費
用
は
、
繰
越
金

︵
７
億
５
２
０
０
万
円
︶
を
予

定
し
て
い
る
。
尚
、
今
後
国
か

ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
財

源
更
正
を
実
施
し
た
い
。

　

申
請
書
に
は
、
詳
し
い
理
由

と
聞
き
取
り
も
実
施
し
、
各
担

当
職
員
で
事
業
の
内
容
を
十
分

に
精
査
し
、
個
々
に
公
平
性
を

も
っ
て
対
応
し
た
い
。

　

申
請
書
は
、
商
工
会
に
も
配

置
す
る
が
、
受
付
は
産
業
課
の

み
に
な
る
。

お
買
い
物
券
配
布
事
業

（
１
億
２
５
７
０
万
円
）

　
　

商
工
会
加
入
の
約
４
０
０

事
業
者
で
の
使
用
が
可
能
と
の

事
だ
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
と
同
じ
運
用
な
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
配
布
方
法
は
。

さ
ら
に
、
使
用
可
能
な
事
業
所

に
は
、「
使
用
可
能
店
の
目
印
」

の
掲
示
は
出
来
な
い
か
。

　
　

商
工
会
に
加
入
し
て
い
な

く
て
も
、
商
工
会
に
申
請
す
れ

６
月
臨
時
議
会
分

一
般
会
計
補
正
予
算

商
工
総
務
費　

事
業
継
続
緊

急
応
援
金
（
６
０
０
０
万
円
）

　
　

町
単
独
の
素
晴
ら
し
い
事

業
で
あ
る
が
、
そ
の
財
源
と
し

て
基
金
等
の
取
崩
し
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
補
助
対
象
は
売
上
が

3０
％
～
５０
％
減
少
し
た
全
事
業

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
当
に

コ
ロ
ナ
が
原
因
な
の
か
審
査
が

重
要
だ
が
、
そ
こ
に
不
安
は
な

い
の
か
。

　

申
請
窓
口
は
、
商
工
会
で
も

可
能
な
の
か
。

ば
、
買
い
物
券
の
利
用
が
可
能

に
な
る
。

　

ま
た
、
商
品
券
の
発
送
は
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
で
、
受
け
取
り
に

は
印
鑑
か
サ
イ
ン
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
利
用
可
能
店
に
つ
い

て
は
、
商
品
券
に
店
舗
一
覧
表

を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

観
光
総
務
費　

教
育
旅
行
誘

致
事
業
補
助
金（
６
０
０
万
円
）

　
　

他
の
自
治
体
と
同
様
に
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
対
策
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
旅
行
券
を
発
行
し
て
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
の
誘
致
に

不
安
は
な
い
の
か
。

　
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
方
法

が
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
て

行
き
た
い
。

　

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
の
団
体
が
増
え
て

い
る
。

　

今
後
、
自
粛
解
除
の
実
態
を

慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

防
災
対
策
費　

備
蓄
用
マ
ス

ク
購
入
費
（
３
０
０
万
円
）

　
　

全
国
的
に
マ
ス
ク
不
足
が

解
消
し
つ
つ
あ
り
、
国
か
ら
の

マ
ス
ク
も
配
布
さ
れ
る
。
未
使

用
の
マ
ス
ク
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
に
、
寄
付
箱
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　　
　

早
急
に
設
置
し
た
い
。
寄

付
さ
れ
た
マ
ス
ク
に
つ
い
て

は
、福
祉
関
係
に
活
用
し
た
い
。

Q

Q

Q

Q

A

AA

A

知っていますか？　町税 徴収猶予の「特例制度」
新型コロナウイルスの影響で、事業等の収入が前年同期で２０％以上減少している方は、
１年間、町税（町県民税・法人町民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険など）の
徴収の猶予を受ける事が出来ます。
詳しくは、みなべ町税務課（０７３９－７２－２１６２）までお尋ねください。

新形コロナウイルスの影響を受けている方に

応
援
金

５月定例議会・６月臨時議会のあらまし
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4
月
7
日
　
広
報
委
員
会

4
月
9
日
　
郡
議
長
会
（
下
村
議
長
）

4
月
15
日
　
全
員
協
議
会

4
月
17
日
　
広
報
委
員
会

4
月
20
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

4
月
22
日
　
全
員
協
議
会
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
、
紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月
出

納
検
査
（
玉
井
副
議
長
）

4
月
23
日
　
会
計
例
月
監
査
（
原
田
議
員
）、

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
例
月
出
納

検
査
（
井
口
議
員
）

5
月
11
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議

会5
月
13
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

5
月
15
日
　
郡
議
長
会
（
下
村
議
長
）

5
月
19
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

5
月
20
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

5
月
22
日
　
紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
玉
井
副
議
長
）

5
月
26
日
　
会
計
例
月
監
査
（
原
田
議
員
）、

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
例
月
出
納

検
査
（
井
口
議
員
）

6
月
6
日
　
梅
の
日
　
式
典

6
月
9
日
　
全
員
協
議
会

6
月
24
日
　
田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議

会
例
月
出
納
検
査
（
井
口
議
員
）

6
月
28
日
　
会
計
例
月
監
査
（
原
田
議
員
）

出
口
晴
夫
議
員

①
携
帯
電
話
の
受
信
困
難
地
区
の
解
消
に
向

け
た
対
応
に
つ
い
て

②
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

池
田
三
千
留
議
員

①
災
害
や
地
震
発
生
時
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
に
必
要
な
協
定
へ
の
取
り
組
み

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
、
営
業
・
雇
用
・

く
ら
し
が
困
難
な
時
に
使
え
る
制
度
を

天
野
仁
議
員

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

②
学
校
の
再
開
に
向
け
て

宮
﨑
繁
幸
議
員

①
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

永
井
幸
喜
議
員

①
学
校
の
再
開
に
つ
い
て

原
田
覚
議
員

①
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援
策

と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み

丸
山
幸
雄
議
員

①
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

玉
井
伸
幸
議
員

①
休
校
中
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
な
す
べ

き
事
と
は

②
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
事
業
者
へ
の
経
済
的
支

援
を

町政を問う！
一　般　質　問

8 議員が登壇

議
会
の
動
き

P10P12 P11P13P14P15P17 P16

コロナ感染症の影響を懸念！コロナ感染症の影響を懸念！
経済・感染予防・教育対策等で要望経済・感染予防・教育対策等で要望
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質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と

し
て
、
当
み
な
べ
町
に
も
臨
時

交
付
金
が
約
９
３
０
０
万
円
の

交
付
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
が
、
こ
の
自
治
体
独
自
の
判

断
で
柔
軟
的
に
使
え
る
交
付
金

で
、
ど
の
様
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。 

　

さ
ら
に
、
教
育
関
係
で
は

長
引
く
休
校
か
ら
、
各
学
校
は

い
つ
再
開
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

全
国
的
に
自
宅
で
授
業
が
受
け

ら
れ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の

教
育
委
員
会
の
考
え
は
ど
う
か
。 

追
加
対
策
と
し
て
経
済
支
援
の

上
乗
せ
も
予
定 

町
長　

同
臨
時
交
付
金
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡

大
の
防
止
及
び
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
、

住
民
生
活
の
支
援
を
通
じ
た
地

方
創
生
に
資
す
る
事
業
が
交
付

対
象
と
な
っ
て
い
る
。 

　

実
施
計
画
書
の
提
出
に
つ
い

て
は
、
今
月
末
と
９
月
頃
の
２

回
と
な
っ
て
お
り
、
臨
時
特
別

出
産
祝
金
、
商
工
会
へ
の
プ
レ

ミ
ア
ム
の
補
助
金
、
同
じ
く
商

工
会
青
年
部
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
企
画
事
業
費
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
購
入
事
業
、
同
じ
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
等
、

５
５
７
２
万
４
０
０
０
円
を
計

上
し
て
い
る
。 

　

こ
れ
ら
以
外
に
、
小
中
学
校

で
の
給
食
費
の
無
償
化
と
し
て

４
３
２
８
万
９
０
０
０
円
を
歳

入
か
ら
減
額
補
正
し
、
補
正
額

は
合
わ
せ
て
９
９
０
０
万
円
あ

ま
り
と
な
っ
て
い
る
。 

　

さ
ら
に
、
追
加
支
援
と
し
て

国
の
持
続
化
給
付
金
に
町
独
自

に
上
乗
せ
す
る
議
案
を
提
案
し

た
い
。 

授
業
再
開
は
、
県
に
合
わ
せ
て

６
月
を
予
定
！ 

教
育
長　

学
校
再
開
に
向
け
て

は
、
大
き
な
エ
リ
ア
で
の
判
断

が
大
事
。
少
な
く
と
も
県
の
動

き
と
合
わ
せ
、
５
月
末
ま
で
は

休
校
し
、
６
月
か
ら
少
し
ず
つ

学
校
の
再
開
を
し
て
行
き
た

い
。 

　

授
業
は
、
３
月
分
、
前
年
度

分
の
積
み
残
し
部
分
が
あ
る
が
、

特
に
算
数
等
の
積
み
上
げ
が
必

要
な
教
科
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
教
え
て
行
き
た
い
。
日

数
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
や
、

冬
休
み
等
を
短
縮
し
て
、
授
業

日
数
を
確
保
し
た
い
。 

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に
第
２
波
、

第
３
波
の
感
染
拡
大
も
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
共
同
学
習
や
学
校
間
、
そ
し

て
自
宅
学
習
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
、
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
環
境

が
な
く
て
も
情
報
端
末
内
で
学

習
が
出
来
る
よ
う
に
情
報
端
末

の
機
器
選
定
等
と
併
せ
、
各
学

校
の
担
当
教
員
と
と
も
に
様
々

な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。 

再
質
問 

複
合
災
害
に
備
え
、

担
当
課
か
ら
備
蓄
マ
ス
ク
は
１

万
２
０
０
０
枚
と
の
回
答
が
あ

っ
た
が
、
本
当
に
そ
の
備
蓄
数

量
で
十
分
な
の
か
不
安
に
感
じ

る
。

町
長 

備
蓄
マ
ス
ク
等
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
病
気

も
今
後
増
え
て
く
る
可
能
性
も

あ
り
、
10
万
枚
ぐ
ら
い
は
配
備

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
単
価
が
、
落

ち
着
い
た
時
点
で
、
町
内
の
業

者
か
ら
購
入
を
考
え
た
い
。 

質
問　

答
弁　

コロナ対策

出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

質
問　

携
帯
電
話
の
受
信
困
難
地
区
の
解
消
を
！ 

答
弁　
町
内
で
の
情
報
格
差
の
解
消
に
向
け
、
国
、
県
に
引
き
続
き
要
望

通信
質
問　

町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
携

帯
電
話
の
受
信
困
難
地
区
が
あ

る
が
、
都
市
部
で
は
「
５
Ｇ
」

の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
解
決
に
向
け
、
国
・
県
へ
の

働
き
か
け
を
。

町
長　

本
来
、
都
市
部
よ
り
も

地
方
こ
そ
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
全
額

国
に
お
願
い
す
る
の
で
は
な
く
、

町
も
少
し
は
負
担
す
る
形
で
国

等
に
要
望
し
た
い
。

 

※
質
問
内
容
で
、
町
独
自
の
対

策
実
施
の
要
望
や
積
極
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
要
請
等
に
つ
い
て

は
、
紙
面
の
関
係
で
割
愛
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
臨
時
交
付
金
の
活
用
方

法
や
学
校
再
開
に
向
け
町
の
取
組
方
向

は
！

商
工
関
連
事
業
者
等
へ
の
追
加
支
援
や

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
置
、
給

食
無
償
化
な
ど
の
活
用
を
予
定
！
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池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
に

は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

台
風
や
地
震
の
時
の
避
難
所
は
、

密
閉
、密
集
、密
接
の
、「
3
密
」

が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
に
段
ボ
ー
ル
を
確
保

し
、
間
仕
切
り
に
使
っ
た
り
、

ベ
ッ
ド
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
も
有
効
で

す
。
段
ボ
ー
ル
の
方
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
よ
り
も
ウ
イ
ル
ス
の
生

存
時
間
が
短
く
、
避
難
所
に
は

適
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
議
会
で
も
取
り
上

げ
た
災
害
時
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
確

保
の
協
定
の
、
そ
の
後
の
進
み

具
合
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

町
内
の
包
装
資
材
会
社

と
協
議
し
、
災
害
時
に
段
ボ
ー

ル
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
く
文

書
に
よ
る
協
定
書
も
か
わ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
防
災
室
長　

気
象
警
報
発

令
時
の
避
難
所
開
設
は
6
ヶ
所
。

津
波
避
難
場
所
は
67
ヶ
所
。
風

水
害
の
避
難
場
所
は
97
ヶ
所
。

現
在
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備

蓄
数
は
１0
個
で
す
。

再
質
問　

避
難
所
に
マ
ス
ク
や

消
毒
液
以
外
に
も
体
温
計
の
配

備
を
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
も
現

在
の
備
蓄
数
以
上
の
準
備
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

避
難
所
で
も
体
温
計
を

購
入
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
学
校
に
は
非
接
触
型
体
温

計
を
。

　

マ
ス
ク
の
備
蓄
数
を
増
や
し
、

消
毒
液
も
十
分
に
備
え
て
お
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に
つ
き
ま

し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

確
保
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
る
社
会
的
影
響
、

災
難
の
こ
と
を
「
コ
ロ
ナ
禍
」

と
い
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
営
業
、
雇
用
、
暮
ら
し
の
困

難
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め

に
役
立
つ
制
度
、
使
え
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
制
度
を
し
っ
か

り
活
用
で
き
る
こ
と
が
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
生
活
の
支
え
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
役
立
つ
制
度
、

使
え
る
制
度
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
で
町
民
に
向
け
て
発
信
を
し

て
い
ま
す
か
。

町
長　

多
種
多
岐
に
わ
た
る
制

度
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
町

民
の
皆
様
に
当
て
は
ま
り
そ
う

な
制
度
を
、
町
独
自
で
作
成
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
町
民
の
皆

様
に
配
布
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
質
問　

具
体
的
な
対
策
と
し

て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
い

う
事
で
す
が
、
文
字
が
大
き
く

見
や
す
い
よ
う
に
。

　

支
援
策
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど

こ
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
す
ぐ
に

わ
か
る
の
か
。
そ
う
い
う
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

町
長　

た
ま
た
ま
手
元
に
比
較

的
見
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

入
手
し
ま
し
た
の
で
こ
の
見
や

す
さ
を
参
考
に
し
て
作
成
し
、

国
の
制
度
が
変
わ
れ
ば
そ
の
都

度
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
「
3
密
」
が
避
け
ら
れ
な
い
避
難
所
へ
の

対
策
と
し
て

答
弁　

段
ボ
ー
ル
の
確
保
と
体
温
計
の
購
入
を
し

た
い

コロナ対策

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
、
使
え
る
制
度
を
わ
か

り
や
す
く
発
信
を

答
弁　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
し
た
い

行　政

段ボールベッド

町が作成したリーフレット
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町
の
独
自
の
方
針
を
持
っ
て
で

は
、
混
乱
を
ま
ね
く
こ
と
が

あ
っ
て
は
困
り
ま
す
の
、
町
民

皆
様
方
に
は
３
密
に
な
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

再
質
問　

議
会
か
ら
諸
施
策
の

申
し
入
れ
（
４
月
2４
日
）
の
受

け
止
め
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

特
に
マ
ス
ク
が
手
に
入
り
に
く

い
時
で
も
あ
っ
た
だ
け
に
行
政

の
対
応
に
期
待
し
た
が
。

町
長　

申
し
入
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
件
ず
つ
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
審
議
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
に
つ

き
ま
し
て
は
業
者
も
含
め
購
入

質
問　

４
月
中
や
５
月
上
旬
は
、

近
隣
市
で
も
感
染
者
が
出
る
等
、

町
民
に
は
大
変
な
不
安
や
心
配

が
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
し

た
。
毎
日
毎
日
が
コ
ロ
ナ
コ
ロ

ナ
の
明
け
暮
れ
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
の
心

情
を
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
こ
で
今
後
の
展
開
を
、
ど
う

見
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

今
と
今
後
の
展
開
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
の
方
針
が
で

て
お
り
、
県
の
方
針
に
基
づ
い

て
行
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

困
難
な
状
況
も
あ
り
、
値
段
も

高
め
の
状
況
だ
っ
た
の
で
、
一

定
落
ち
着
く
時
点
で
町
は
町
内

業
者
か
ら
１0
万
枚
購
入
し
て
備

蓄
し
て
お
け
れ
ば
と
の
思
い
で

す
。

再
々
質
問　

日
高
管
内
で
も
、

住
民
向
け
に
町
単
で
の
コ
ロ
ナ

対
策
給
付
事
業
を
起
こ
さ
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
。

町
長　

住
民
向
け
に
国
の
１0
万

円
プ
ラ
ス
上
乗
せ
を
住
民
に
ど

う
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
は
、

ウ
イ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

中
で
考
え
て
行
き
た
い
。

も
と
よ
り
先
生
方
や
、
最
も
影

響
を
受
け
た
の
は
子
ど
も
達
で

あ
る
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
努
力
や
協
力
の
お
か

げ
で
、
い
ま
だ
に
１
人
も
感
染

者
が
で
て
い
な
い
わ
け
で
、
し

た
が
っ
て
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の

が
町
内
エ
リ
ヤ
に
な
い
も
の
と

す
れ
ば
、
一
日
も
早
い
学
校
再

開
の
検
討
を
考
え
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　

新
１
年
生
が
入
学
式
だ
け
を

迎
え
て
、
夏
休
み
よ
り
も
長
い

状
況
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
子

供
た
ち
が
社
会
性
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
、
対
面
指
導
が
大
事

な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
課
題
は
大
き
い
と

思
う
が
、
い
つ
ま
で
も
引
き

ず
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
思
い
で
す
。

町
長　

学
校
再
開
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
立
学
校
は
６
月
１
日

か
ら
の
再
開
と
の
こ
と
で
、
各

市
町
村
の
学
校
も
そ
の
流
れ
に

な
っ
て
あ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
国
・
県
の
動
き
を
注
視

し
な
が
ら
教
育
委
員
会
と
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
長　

町
長
も
申
し
ま
し
た

が
、
本
町
も
こ
の
ま
ま
順
調
に

進
め
ば
６
月
か
ら
の
再
開
に

持
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

事
前
に
起
こ
り
え
る
事
態
を

想
定
し
て
、
今
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
準
備
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
っ
か
り
と
準
備
し

て
ま
い
り
た
い
。
今
は
そ
の
時

期
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
町
の

取
り
組
み
は

答
弁　

県
の
方
針
に
基
づ
い
て
行
う

コロナ対策

天
あま

野
の

　 仁
ひとし

 議員

質
問　

学
校
の
早
期
開
催
を

答
弁　

県
立
学
校
の
開
校
に
合
わ
せ
て

教育
質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
は
、
我
が
町
の
教
育
現
場
に

も
大
変
な
し
わ
寄
せ
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
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を
防
ぐ
為
の
3
密
、
飲
食
業
の

自
粛
、
渡
航
制
限
、
マ
ス
ク
配

布
等
で
対
応
。
し
か
し
み
な
べ

町
に
お
い
て
は
、
マ
ス
ク
配
布

が
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
の
声

と
し
て
感
染
を
さ
け
る
為
に
必

要
不
可
欠
な
マ
ス
ク
配
布
が
、

何
故
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
出
来
な
か
っ
た
の
か
。
理
由

を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。

町
長　

専
門
家
会
議
の
話
の
中

で
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
は
予
防

と
し
て
は
効
果
が
薄
く
、
感
染

者
が
飛
沫
を
飛
び
散
ら
せ
な
い

為
の
効
果
を
発
揮
す
る
と
の
事
。

罹
患
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
は
、

手
洗
い
の
励
行
と
、
移
さ
な
い

為
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
マ

ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　

配
布
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
は
、
４
月
ま
で
の
入
手

困
難
と
有
効
性
の
観
点
か
ら
の

判
断
。
広
報
誌
の
中
に
消
毒
液

質
問　

コ
ロ
ナ
問
題
で
３
点
、

①
マ
ス
ク
の
配
布
。
②
臨
時
議

会
が
招
集
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
。
③
コ
ロ
ナ
問
題
に

お
け
る
総
合
案
内
所
の
設
置
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

先
ず
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ

ン
セ
ス
号
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
問
題
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
か
ら
、
3
～
４
ヵ
月
と
な

る
。
幸
い
み
な
べ
町
は
、
感
染

確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
医

療
関
係
者
の
話
で
は
、
い
つ
発

生
確
認
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
と
の
事
。
国
は
感
染
拡
大

や
布
マ
ス
ク
の
作
り
方
を
チ
ラ

シ
に
入
れ
さ
し
て
頂
き
、
第
２

～
３
波
に
備
え
て
頂
き
た
い
。

今
回
、
備
蓄
枚
数
の
少
な
さ
の

反
省
か
ら
、
大
量
に
備
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

消
耗
品
に
つ
い
て
は
各
家
庭
で

準
備
を
お
願
い
し
た
い
。

再
質
問　

入
手
困
難
や
効
能
性

を
説
明
頂
い
た
が
、
町
長
の
答

弁
に
住
民
は
納
得
出
来
な
い
の

で
は
な
い
か
。
マ
ス
ク
不
足
の

対
策
で
あ
っ
て
、
効
能
効
果
は

別
物
。
備
蓄
に
つ
い
て
も
、
必

要
と
考
え
る
が
市
場
に
な
い
マ

ス
ク
の
必
要
性
。
そ
う
い
っ
た

事
で
対
応
が
遅
い
、
危
機
感
が

な
い
。
ま
た
は
何
も
し
て
く
れ

な
い
。
に
繋
が
る
と
感
じ
る
。

マ
ス
ク
配
布
、
住
民
の
声
、
ま

た
は
給
付
金
、
継
続
支
援
金
の

話
は
、
議
会
を
通
じ
対
策
を
立

て
る
の
で
あ
れ
ば
臨
時
議
会
の

招
集
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

我
々
の
声
が
届
か
な
か
っ
た

の
は
議
会
に
も
責
任
は
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
招
集
さ
れ
れ
ば

違
っ
た
対
応
も
考
え
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
何
故
、
臨
時
議

会
の
招
集
が
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
納
得
出
来
る
よ
う
な
答
弁
を

頂
き
た
い
。

町
長　

み
な
べ
町
は
５
月
本
議

会
開
催
と
い
う
事
で
、
予
算
関

係
を
提
案
し
た
い
と
い
う
事
。

国
か
ら
の
１0
万
円
給
付
に
児
童

手
当
１
万
円
の
上
乗
せ
の
部
分

は
準
備
に
時
間
が
必
要
。
専
決

処
分
に
お
い
て
議
会
か
ら
の
承

認
を
頂
き
、
６
月
中
に
は
支
給

と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
て
い
る

が
、
今
回
は
本
議
会
で
や
ら
せ

て
頂
い
た
。

　

今
後
、
国
の
２
次
、
３
次
補

正
予
算
と
審
議
な
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
て
臨
時
議

会
の
招
集
を
お
願
い
す
る
の
か
、

ま
た
ス
ピ
ー
ド
感
で
い
う
な
ら

専
決
と
考
え
る
が
、
次
の
本
議

会
は
９
月
と
い
う
事
で
、
２
，

３
回
は
臨
時
議
会
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

再
々
質
問　

コ
ロ
ナ
問
題
は
生

活
、
経
営
に
お
い
て
大
き
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
。
失
業
者

予
想
は
５０
～
１
０
０
万
人
と
も

聞
い
て
い
る
。
各
種
助
成
金
申

請
の
専
門
家
配
置
や
総
合
案
内

所
の
設
置
を
か
ん
が
え
ら
れ
な

い
か
。
声
と
し
て
書
類
作
成
、

ネ
ッ
ト
申
請
が
難
し
い
。
そ
う

い
っ
た
方
た
ち
の
相
談
窓
口
を

お
願
い
し
た
い
。

　

質
問
と
し
て
マ
ス
ク
の
配
布
、

臨
時
議
会
招
集
、
窓
口
の
設
置

等
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
答
弁
を
頂
い
た
が
、
今

こ
そ
議
会
と
執
行
部
が
ワ
ン

チ
ー
ム
に
な
り
、
第
２
・
３
波

に
備
え
て
頂
き
た
い
。

町
長　

専
門
窓
口
の
設
置
や
県

の
制
度
を
含
め
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
様
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

質
問　

マ
ス
ク
配
布
・
臨
時
議
会
・
総
合
案
内
所

の
設
置
で
の
対
応
は

答
弁　

今
後
、
２
、３
回
は
臨
時
議
会
が
必
要
と
考

え
て
い
る

コロナ対策

宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員
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永
なが

井
い

幸
こう

喜
き

 議員

和
歌
山
県
内
で
は
、
先
生
が
給

食
を
生
徒
宅
へ
届
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
兵
庫
県
豊
岡
市

で
は
、
給
食
を
弁
当
形
式
で
実

施
し
て
生
徒
に
よ
る
配
膳
は
し

な
い
と
の
こ
と
で
す
。
町
は
給

食
を
提
供
で
き
な
け
れ
ば
、
学

校
が
再
開
し
て
も
昼
食
は
弁
当

持
参
と
な
れ
ば
、
多
く
の
父
兄

に
対
し
て
負
担
が
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
先

が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
対
策
、
町

行
政
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
っ
て
い
る
情
報
を
取

り
入
れ
な
が
ら
学
校
運
営
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

学
校
の
再
開
に
つ
き

ま
し
て
は
、
６
月
１
日
を
め
ど

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
と
き
に
併
せ
て
給
食
も
再

質
問　

学
校
の
再
開
に
つ
い
て

み
な
べ
町
と
し
て
は
、
各
学
校

の
再
開
は
い
つ
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
生
徒
に
対

し
て
町
が
ど
の
よ
う
な
施
策
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
感
染
リ
ス
ク
を
心
配

し
て
登
校
し
な
い
生
徒
を
想
定

し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
生
活

状
況
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
受
験
を
控
え
た

生
徒
に
対
し
て
の
対
策
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　

次
に
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

開
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
子
供
た
ち
に
は
週
１
回

程
度
の
登
校
日
を
設
け
て
、
児

童
生
徒
の
健
康
面
や
学
習
状
況

の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
に
関
し
て
の
不

安
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
は
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
て
い
る
保
護
者
の
方
々
や
児

童
生
徒
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

継
続
の
件
数
と
し
て
は
、
３
月

で
は
47
件
、
４
月
が
２7
件
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
こ
の
感
染
に
関
し
て
の

ご
不
安
で
登
校
日
に
登
校
で
き

な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別

に
午
後
か
ら
登
校
し
て
い
た
だ

く
と
か
、
家
庭
訪
問
を
行
い
、

状
況
を
確
認
し
、
相
談
等
の
対

応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

中
学
校
の
受
験
生
に
つ
い
て

は
、
臨
時
休
業
が
長
期
化
し
た

こ
と
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
を
踏

ま
え
て
、
高
校
入
試
で
受
験
生

が
不
利
を
被
ら
な
い
措
置
を
取

る
よ
う
、
中
学
３
年
生
か
ら
の

出
題
は
、
地
域
に
お
け
る
中
学

校
の
学
習
状
況
を
踏
ま
え
て
適

切
な
範
囲
や
内
容
と
な
る
よ
う

設
定
す
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た

対
応
を
取
る
よ
う
に
国
か
ら
高

校
の
ほ
う
に
連
絡
が
入
っ
て
お

り
ま
す
。
各
中
学
校
に
お
い
て

進
路
指
導
を
よ
り
一
層
丁
寧
に

行
っ
て
、
進
学
先
の
高
校
等
に

係
る
入
学
者
選
抜
の
内
容
を

し
っ
か
り
と
入
学
者
の
方
々
に

伝
え
て
不
安
払
拭
に
努
め
、
高

校
と
も
情
報
交
換
を
し
て
い
き

た
い
。

　

今
後
、
授
業
時
間
数
を
し
っ

か
り
と
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
特
別
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
き
に
は
、

補
習
や
、
ま
た
学
校
に
来
て
い

た
だ
い
て
個
別
の
授
業
と
い
う

よ
う
な
形
で
積
極
的
に
実
施
を

し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、
受

験
生
に
は
支
援
を
特
別
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

休
業
期
間
中
の
ご
家
庭
の
困

難
さ
を
助
け
る
た
め
に
給
食
を

ご
家
庭
に
届
け
る
。
全
国
的
に

も
休
業
中
に
、
い
ろ
ん
な
給
食

に
つ
い
て
の
手
だ
て
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
だ
本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
ラ
イ
ン
上
、
弁
当
形
式
と
い

う
形
で
は
な
か
な
か
給
食
は
対

応
で
き
な
い
形
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

既
存
の
給
食
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
な
が
ら
で
き
る
こ
と
は
何

か
な
い
か
、
何
が
で
き
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
全
国

的
な
様
々
な
取
組
を
研
究
し
な

が
ら
情
報
を
集
め
、
検
討
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

学
校
再
開
と
受
験
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

不
安
払
拭
と
受
験
生
に
は
特
別
な
支
援
を

教　育
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原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員

隣
自
治
体
も
独
自
の
支
援
金
給

付
な
ど
の
支
援
策
に
取
り
組
み
、

事
業
者
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
本
町
独
自
の
給
付
金

な
ど
、
さ
ら
な
る
支
援
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
の
時

代
と
な
り
ま
す
。
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
・
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
オ

ン
ラ
イ
ン
で
在
宅
の
仕
事
や
授

業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
企
業
や

学
校
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
日
常
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
本
町

の
学
校
や
公
共
施
設
に
お
い
て

の
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
の
今

後
の
取
組
み
は
。

町
長　

本
町
も
国
・
県
と
同
様

質
問　

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国

に
発
令
さ
れ
て
か
ら
外
出
自
粛

と
な
り
、
観
光
・
飲
食
業
を
は

じ
め
多
く
の
事
業
所
は
売
り
上

げ
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
経
済
支
援
対
策
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
・
本
年

度
の
給
食
費
無
料
な
ど
が
補
正

予
算
と
し
て
、
今
定
例
会
の
議

案
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
緊
急
経
済
対
策
の
特

別
定
額
給
付
金
10
万
円
や
、
持

続
化
給
付
金
上
限
２
０
０
万
円
、

個
人
事
業
者
に
上
限
１
０
０
万

円
の
給
付
金
を
支
給
。
県
や
近

に
、
前
年
の
同
月
と
比
べ
50
％

売
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
全
業

種
を
対
象
に
法
人
事
業
者
に
上

限
40
万
円
、
個
人
事
業
者
に
上

限
２0
万
円
の
事
業
継
続
支
援
金

の
給
付
を
考
え
て
い
ま
す
。
売

上
げ
の
減
少
率
50
％
未
満
の
事

業
者
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
・

県
の
補
正
予
算
等
の
動
向
を
見

な
が
ら
考
え
た
い
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

は
、
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
や
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
が
そ
の
期
間
の
事
業

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
国
の
第
2
、
第
3
弾
に
合

わ
せ
、
さ
ら
な
る
支
援
策
の
上

乗
せ
も
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
。

お
食
事
券
と
い
う
形
か
、
町
内

全
商
店
を
対
象
と
し
た
お
買
物

券
が
い
い
か
、
早
急
に
検
討
し

た
い
。

教
育
長　

授
業
だ
け
で
な
く
ク

ラ
ブ
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
ま

た
仲
間
と
共
に
考
え
取
組
み
意

見
を
述
べ
合
い
、
他
者
と
の
意

見
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
方

向
性
を
見
出
す
力
が
今
後
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

知
識
・
技
能
は
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
主
体
性
を
持
っ
た
自

分
で
の
問
題
解
決
力
は
大
変
大

切
な
力
で
あ
り
、
５
G
等
サ
イ

バ
ー
空
間
が
整
っ
て
も
そ
れ
は

必
要
な
力
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
学
校
で
の
授
業
以

外
の
こ
と
で
学
ぶ
力
、
そ
れ
以

外
で
も
力
を
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
た

の
が
今
回
の
危
機
。

基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
定
着

に
お
い
て
は
、
対
面
授
業
を
す

る
以
外
に
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
着

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

情
報
端
末
の
整
備
、
教
室
や

体
育
館
な
ど
全
て
の
所
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
を

し
て
学
習
活
動
に
活
用
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。
そ
う
し
た
整
備
は
今
後

の
危
機
に
備
え
た
も
の
と
、
不

登
校
や
学
校
に
来
に
く
い
子
供

た
ち
に
と
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
と
い
う
の
が
家
庭
で
見
ら
れ

る
こ
と
も
、
学
力
保
障
の
面
か

ら
必
要
な
手
段
で
あ
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
町
独
自
の
支

援
策
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
組
み

答
弁　

法
人
事
業
者
に
上
限
40
万
円
、
個
人
事
業

者
に
上
限
20
万
円
の
事
業
継
続
支
援
金
を

コロナ対策
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 8 月 発 行

丸
まる

山
やま

幸
ゆき

雄
お

 議員

何
も
し
て
く
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
商
品

券
か
食
事
券
か
を
早
く
さ
れ
る

と
町
民
も
納
得
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
最
近
ニ
ュ
ー
ス
で
災
害

時
に
お
け
る
避
難
所
に
つ
い
て

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

町
長　

感
染
防
止
対
策
で
す
が
、

幸
い
に
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
町
民
皆
様
の
感

染
予
防
に
ご
協
力
頂
い
た
お
陰

と
思
い
ま
す
。
感
染
が
広
ま
れ

ば
県
の
予
防
対
策
と
も
協
調
し

て
感
染
防
止
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

持
続
化
給
付
金
で
す
が
、
先

日
来
か
ら
商
工
会
、
事
業
者
の

方
か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
国

の
持
続
化
給
付
金
の
20
％
を
給

付
し
ま
す
。
国
の
定
額
給
付
金

上
乗
せ
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
、

方
向
が
出
ま
し
た
ら
議
会
に
相

質
問　

何
人
か
の
議
員
も
質
問

し
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
み
な

べ
町
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

緊
急
事
態
が
解
除
さ
れ
る
方

向
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
第
２

波
の
感
染
者
が
出
た
と
き
の
対

策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

　

ま
た
、
不
要
不
急
の
外
出
の

自
粛
で
町
民
や
事
業
者
が
疲
弊

し
て
い
ま
す
が
、
町
の
対
策
と

し
て
事
業
者
に
対
し
て
持
続
化

給
付
金
に
20
％
上
乗
せ
し
て
頂

け
ま
す
が
「
町
民
に
対
し
て
は
、

談
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
災
害
時
の
避
難
場

所
で
す
が
、「
３
密
」
を
避
け

る
為
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
行

い
、
併
せ
て
換
気
や
衛
生
対
策

の
徹
底
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

感
染
防
止
対
策
は
、

保
健
所
管
轄
は
分
か
り
ま
す
が
、

田
辺
で
感
染
者
が
出
た
時
や
熱

が
出
た
時
に
、
保
健
所
に
２
日

間
電
話
を
し
た
が
、
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
方
は
風
邪
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
も
し
感
染
者
だ
っ
た
ら
大

変
な
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
持
続
化
給
付
金
で
す

が
、
議
長･

副
議
長
、
商
工
会
、

事
業
者
の
方
が
再
三
お
願
い
し

て
給
付
金
の
返
事
を
い
た
だ
き

有
難
い
事
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
早
く
決
断
い
た
だ

け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
に
対
し
て
商
品

券
で
も
早
く
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

県
の
保
健
所
の
状
況
等

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
田
辺
で

発
生
し
た
時
は
田
辺
保
健
所
の

職
員
だ
け
で
は
対
応
し
切
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
第
２
波
、
第
３

波
に
向
け
て
、
県
は
県
と
し
て

の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
化

給
付
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後

は
全
て
の
も
の
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問　

私
か
ら
の
お
願
い

で
す
が
、
町
の
事
業
者
が
疲
弊

し
て
い
る
と
聞
か
れ
た
時
、
職

員
も
じ
か
に
聞
か
れ
る
と
今
の

状
態
が
分
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

じ
か
に
聞
か
れ
て
施
策
へ
盛
り

込
ん
で
ほ
し
い
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
町
民
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長　

一
番
早
く
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
だ
と
商
工
会
の
商
品
券
、

使
え
る
店
、
使
え
な
い
店
に
配

慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

形
、金
額
、方
法
、決
ま
り
次
第
、

議
会
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

質
問　

経
済
活
性
化
で
給
付
金
上
乗
せ
と
災
害
時

の
避
難
所
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

全
て
の
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行

い
た
い
！

コロナ対策
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 8 月 発 行

玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

５０
％
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
算

定
例
の
と
お
り
180
万
円
が
給
付

さ
れ
る
。
一
方
、
Ｂ
社
で
は
３
、

４
月
が
４０
％
減
で
、
こ
の
場
合

給
付
は
受
け
ら
れ
な
い
。
両
社

の
売
り
上
げ
の
違
い
が
わ
ず
か

６
万
円
で
あ
り
な
が
ら
180
万
円

の
差
と
な
る
。
こ
の
差
は
あ
ま

り
に
大
き
く
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
給
付
金
は
国
以
外

に
県
か
ら
も
出
さ
れ
、
こ
の
場

合
で
は
3０
万
円
が
給
付
さ
れ
、

加
え
て
今
回
町
と
し
て
４０
万
円

の
上
乗
せ
が
表
明
さ
れ
た
。
す

る
と
Ａ
社
に
は
３
重
の
支
援
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と

250
万
円
に
上
る
。
そ
し
て
Ｂ
社

に
は
ま
っ
た
く
支
援
は
な
く
、

両
社
の
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な

る
。
制
度
上
、
ど
こ
か
で
線
を

引
く
に
し
て
も
、
こ
れ
は
い
か

に
も
理
不
尽
で
は
な
い
か
。
国

の
支
援
か
ら
漏
れ
る
事
業
者
を

国
の
支
援
か
ら
漏
れ
る
事
業
者

へ
の
町
と
し
て
の
支
援
を

質
問　

他
の
議
員
へ
の
答
弁
の

中
で
町
長
は
、
事
業
継
続
支
援

と
し
て
国
や
県
の
施
策
に
あ
わ

せ
て
個
人
事
業
者
に
2０
万
円
、

法
人
に
４０
万
円
給
付
す
る
意
向

を
示
し
た
。
そ
の
こ
と
を
歓
迎

し
な
が
ら
も
、
よ
り
一
層
の
支

援
を
求
め
た
い
。

　
（
下
図
を
例
に
）
国
の
事
業

支
援
で
は
、
前
年
の
５０
％
以
上

の
売
り
上
げ
減
が
生
じ
て
い
る

事
業
者
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

図
の
Ａ
社
は
今
年
の
４
月
に

救
済
す
べ
く
、
や
は
り
町
単
独

の
施
策
が
必
要
だ
。
せ
め
て

3０
％
減
の
線
引
き
で
新
た
な
枠

組
み
の
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え

は
。

ど
う
い
う
形
が
良
い
か
制
度
設

計
を
詰
め
て
い
き
た
い

町
長　

国
の
制
度
に
漏
れ
た

方
々
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に

も
理
不
尽
だ
と
認
識
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
方
々
に

向
け
た
支
援
の
必
要
性
は
痛
感

し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
た
め

に
は
独
自
の
制
度
設
計
が
必
要

だ
。
線
引
き
の
基
準
が
３0
％
で

い
い
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
場

合
の
事
業
者
数
の
把
握
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
。
ま
た
、
給
付

金
額
を
ど
の
程
度
と
す
べ
き
か
、

さ
ら
に
は
申
請
時
の
必
要
書
類

の
在
り
方
等
、
併
せ
て
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。

他
市
町
を
参
考
に
詰
め
て
い
き

た
い
。

※
そ
の
後
6
月
9
日
に
行
わ
れ

た
臨
時
議
会
で
、
上
記
で
触
れ

た
３0
％
以
上
～
50
％
未
満
減
の

事
業
者
を
対
象
に
事
業
継
続
緊

急
応
援
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

給
付
額
は
、
個
人
・
法
人
と
も

に
最
大
２0
万
円
。

※
質
問
第
二
項
目
、
教
育
現
場

に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
は
、
他
の
議
員
へ
の
答
弁
と

重
複
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

紙
面
の
都
合
か
ら
も
省
く
こ
と

と
し
ま
す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
事
業
者
へ
の

重
点
的
な
支
援
を

答
弁　

国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
方
々

へ
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る

コロナ対策
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 8 月 発 行

総務文教常任委員会へ
みなべ町から新型コロナウイ

ルスがなるべく出ないようにコ
ロナ感染症対応確認の徹底を
お願いしたいです。それと町
内放送で不要不急の放送を毎日
やっていただいて良いと思いま
す。町民にも意識確認良いです
よ。健康の町みなべ町というイ
メージがありますので

予算審議で内容量が膨大で致し
方ないと思いますが、小さな文字
がとても読みづらく思えました。

できるだけコンパクトにまとめ
て頂き、大きな字で読みやすい方
がありがたいです。

「議会だより」で、気づいた所

梅干しが新型コロナに
少なからず効果がないも
のか梅干しのもつ有効成
分での研究をしてみては
どうか。

梅は昔からその日の難
逃れといいます。少しで
も抑制効果があれば幸い
です。感染予防にもつな
がり梅干しの消費効果に
もつながりますので。

議会への要望や期待

住宅問題について若い人に聞きます
と（子育て世代）家を建てる場所また、
住む場所があまりないと聞きます。何
とか若い子育て世代の人達が残ってく
れるみなべ町、活気溢れるみなべ町に
していただきたいです。

それと若い人達が働ける場所があま
りないと思います。以前、ある議員が
一般質問で言っていましたけど、何と
か企業誘致ができればいいと思います。
まず働く場所が無いと外へ外へと出て
行ってしまいます。高速道路の 4 車線
もみなべ町には来ています、立地条件
はいいです。

災害等に対して町民に
最も必要な事と準備して
下さい。また、議員の方々
は最も必要と思う事をお
教え下さい。

その他、一般質問などへの感想

今回新型コロナに伴う質問
者は 1 名だけでしたが、5 月議
会では多くの議員さんに多方
面にわたるコロナ対策の議論
を望みます。みなべ町でもでき
る「新しい生活様式」など。

議員定数の削減は、いわゆる「身を切
る改革」や予算削減の対象という観点
からは、一見支持したくなりますが、一
生懸命町民のために汗をかいてくれる議
員さんばかりなので、多ければ多いほど、
町民にとっていいのでは、とも考えてお
ります。

全員協議会報告では、議員定数を増や
すという意見はゼロでしたが、もし、議
員定数を増やしたらどうなるか、という
議論も忘れないで欲しいです。
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読者との交流ページ

みなべ町議会広報特別委員会では、「議会だより」の内容の充実を図る為に町民の皆さんの
中から「議会広報モニター」を募集し、紙面の評価や議会に対して様々な意見を頂いておりま
す。今回は、第59号（令和2年 5月発行）について、アンケート調査を実施し、建設的な
意見を頂きました。前号に続いて、その一部を紹介します。

第 3 回議会広報モニター アンケート調査結果の紹介



みなべ町議会だより
令 和 2 年 8 月 発 行

大会に出場できることに
感謝とよろこびを！

ア

カ
ル
ト

ラ

　7 月 12 日（日）、上南部小・中、南部小の各体育館で、「日高郡市夏
季大会兼きのくに信用金庫杯大会」が行われました。コロナ禍の影響で
公式戦は、2 月 11 日の県新人大会日高予選以来 5 ヶ月ぶりの開催です。
　先日、少年野球が当地方ジュニアスポーツの口火を切って大会が行わ
れました。「今大会が、子供たちにとって記憶に残る有意義で充実した
大会となることを祈りたい」と指導者の石上貴一氏は語ります。
南部バレーボールスポーツ少年団 6 年生の男女 8 人のみなさんに、新型
コロナの影響を受ける前と後での、バレーに対する気持ちの変化を聞い
てみると、「とにかく嬉しい！」という第一声。
休むとプレイダウンしてしまう、みんなでがんばっていきたい。バレー
をするのは当たり前、できるのも当たり前と思っていたけど、今は違う、
できることが「ありがたい」と思う。とこたえてくれました。
　大雨が続いていたのに、幸いにもその日は、お天気に恵まれ、新型コ
ロナ対策にもしっかり取り組み、指導者・保護者・子どもたちの願いが
一つになり、第 42 回夏季大会が開催されたことには、大きな意義があ
るのではないでしょうか。
　収束に見えた新型コロナの第２派が心配される中で、開催できた大会
でしたが、和歌山県でも感染者がまた増加しています。これからも、危
機感をもっての生活は必要です。同時に希望を忘れない、当たり前が、
ありがたいと思える気持ちを子どもたちには忘れないでほしいと思いま
した。

作　ウメたん

四 コ マ 漫 画

「レジ袋の有料化」編

▲南部バレーボールスポーツ少年団 6 年生のみなさん

▲南部バレーボールスポーツ少年団の
　練習風景

「バレーが好き！」
「練習も大好き！」

「日高郡市夏季大会兼きのくに信用金庫杯大会」待望のJr.バレーボール大会が開催！

木 草
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コロナ！　コロナ！　コロナ！
　全国に出されていた緊急事態宣言が、5 月 15 日
に 39 県で解除されました。それ以降、全国で新規
感染者数が 50 人前後で推移していましたが、6 月
後半から徐々に増えています。
　大都市を中心に夜の街関連のクラスターが発生し、
感染経路不明の市中感染も広がりつつあります。急
速な広がりを見ると、第 2 波の入り口に立っている
と思わざるを得ません。本県でも感染経路不明の患
者が出てきています。
　7 月に入り、他府県ナンバーの車を見かけるよう

になりました。これから夏にかけ
て海水浴シーズンが始まります。
町民の皆様も県外へ出かける機
会が増えることでしょう。
コロナウイルスは町内の観光業、
宿泊業、飲食業、小売業、漁業、
農業をはじめ多くの町民が影響
を受けています。気温の上昇とと
もに、町内でもマスクの着用やア
ルコール消毒をしない人が増え
ているように思います。自分を守
り、大切な人を守るために、密閉・
密集・密接を極力避けましょう。
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